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 朝晩の気温が随分下がり、本格的な秋がやってきました。風邪など体調を崩しやすい時期です。

マスクは感染拡大の予防になります。特に受験生の皆さんは着用してください。うがいや手洗い

も効果の大きい予防法です。ぜひこちらも励行してください。 

さて、３年生が朝早くから下校時間ギリギリまで、階段教室やＨＲ教室等で自主学習に励んで

いる様子を見かけます。上手に活用して実力アップを目指しましょう。まだまだ伸び代はありま

すよ。進路選択を消去法でするのではなく、実力をしっかりつけて選択肢を増やせるように受験

勉強に励みましょう。 

１・２年生は来年度の科目選択を行う時期です。理科や地歴は、何を選択しようか迷っていま

せんか？特に１年生の普通科の皆さんは、「文型に進むか？理型に進むか？」という大きな悩みを

もっている人も多いと思います。そこで今回は、進路実現に向けて「悩める後輩たちのために一

肌脱ごう！」と、２・３年生の進路委員の先輩方が届けてくれたアドバイスをまとめました。 

「自分はこのような基準で選んだ」 

  

 

 

 

 

 

 

 

「選択して良かったこと」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分の志望校の入試科目についてもよく調べ、悔いのない類型選択・科目選択をしてください。 

 

進路だより 

○文型 

・倫理と政経の授業が受けられる。 

・歴史を深く学べる。 

・数学が得意であれば大きな強みになる。 

・数学の授業の解説が丁寧であること。 

・本を読むことが好きだから、国語の授業で

理系より多くの教材に触れられ、楽しいと

感じること。 

・英語に触れる機会が増えた。 

○理型 

・物理を習って物事の見方が変わった。 

・数学Ⅲを習って数学ⅠAⅡBの理解が深ま 

った。 

 ・YouTubeの理系ネタが分かる。 

 ・理系科目をいっぱい学べて楽しい。 

 ・国語をゆっくり分かりやすく教えてもら 

える。 

 ・理科の科目がより専門的に学べる。 

 ・各分野に秀でている個性的な仲間が多い。 

○文型 

 ・自分のなりたい職業を考えて。 

・文系分野の学部を目指しているから。 

 ・国語の授業が楽しいから。 

 ・文学に親しみたい。 

 ・英語が好きで、英語関連の職業に就きたい 

と思ったから。 

 ・古代ギリシアやローマの時代に興味があり 

世界史Bを学んでみたかった。 

○理型 

 ・将来の夢が理系。 

・「Dr.STONE」が面白かったから。 

 ・農業をしたいから。 

 ・理系に憧れたから。 

 ・好きな科目が理系科目だから。 

 ・志望大学の受験科目。 

 ・進路の幅が広がると思ったから。 

 ・大学受験の試験科目に数学Ⅲが必要。 



【報告】第１回教養アップ講座「宇宙は何でできている？スーパーカミオカンデでの研究最前線」 

７月 21日（木）13時 30分～14時 15分、本校会議室を会場に、 

東京大学大学院理学系研究科の横山将志教授とオンラインで結び、 

教養アップ講座が開催されました。無限の宇宙を解明するために、 

陽子・中性子よりももっと小さい物質の最小単位、素粒子を研究 

するという不思議な世界に誘い込まれ、日本を舞台とした国際的 

な研究の中心で活躍される横山先生のお話に聞き入りました。 

受講した生徒の感想を紹介します。 

・今回の講義を受けて、原子よりも小さいものを調べていくことが、宇宙の始まりの秘密にも繋がるかもし

れないということを知って、物理がとても面白く感じました。私は原子について苦手と感じていましたが、

先生のお話を聞いて、素粒子などについても興味が湧いてきたので、もっと勉強していきたいと強く感じ

ました。 

・私は文型に所属していますが、これまで習ったことのない数々の言葉や説明を聞くことができ、とても宇

宙に興味を持ちました。１番印象に残っていることは、ニュートリノの説明です。電子の仲間だけど電気

を帯びず、弱い力でしか反応しないと知った時は、本当にそれは電子なのかと驚きました。また、ニュー

トリノの存在について一度も聞いたことがありませんでしたが、実は太陽・地球・原発だけでなく、人間

からも発生しており、１㎠ あたり約660億個通過をしているという事実を知り、私たちもよく関係して

いると分かり、すごく興味深かったです。私は物理などの理系科目に苦手意識がありましたが、説明を聞

くにつれ理科・研究の面白さに気付くことができ、とても貴重な講義を受けることができて楽しかったで

す。 

【報告】第3回教養アップ講座 「時間生物学入門～体内時計はどこにあるのか」 

9月 26日（月）15時 45分～16時 45分、京都大学大学院理学研究科研究員磯田珠奈子先生を 

お招きして教養アップ講座が開催されました。過去最多の 170名以 

上の希望生徒が集まったため、階段教室を主会場に物理第１,第２実 

験室を Zoomで繋ぎ行いました。「体内時計」という言葉はほとんど 

の参加者が耳にしたことがあったものの、本当に存在していること 

すら初耳、どこにあるのかなど皆目見当がつかない中、丁寧にお話 

ししていただきました（体内時計は各細胞に備わっているそうです）。 

受講した生徒の感想の一部を紹介します。 

・世間一般的に、「日光を浴びて体内時計を治しましょう」等と言われているため、日の光などに影響され

て、私たちの体内時計が狂うのではないかと思っていました。しかし、オジギソウのお話を聞いて、明

暗に関わらず、体内時計は機能すると分かって、漠然とした不安がなくなって良かったです。 

・ヒトの体内時計は脳のみによって決まっているのだと思っていました。しかし、授業を受けて、ほとんど

すべての臓器によって私たちの体内時計は決まっていると知って驚き、「時間生物学」にすごく興味を持

ちました。体内時計についての記述が紀元前4世紀も前から観察され研究されていたということは体内

時計がとても多くの人々にとって良いことがたくさんあるからなのだと思いました。授業を終えて、私た

ちの日常的で当たり前だと思っていた体の動きは、体内時計によって動いていると知りました。 24時間

のリズムを持続することも、毎晩だいたい同じ時間になると眠くなったりする人間の体はとてもおもしろ

く興味深いものだと感じました。 


